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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。

最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、皆様のお役に立つため、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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● Chapter 01 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 業 界 ニ ュ ー ス ≫

「優秀なフランチャイズ本部を目指して」（２／２）

本部が果たすべき１５の要件 (続き)

<7> そのビジネスについて特色のある商品やサービス方法を開発しておくこと
フランチャイザーは、自社が発展する上でも、またフランチャイザーを募集する上

でも、他社とは違う独自の商品やサービス方法を開発しているかが非常に重要です。
もしこれがないと、チェーン名だけは識別できて一度はお客さまが来ても、何の特色



もないことが分かればだんだんと足は遠のいてしまいます。

<8> フランチャイズ・ビジネスの展開の目的が明確であること。
フランチャイズ・ビジネスの課題を克服するためには、何の為にフランチャイズ・

ビジネスを展開するのかを明確にしておくことが必要です。目的が明確でない企業は、
心がけから失敗してしまうのがオチです。

<9> フランチャイズ・ビジネスの経営理念が確立されていること
会社の経営理念は確立されていたとしても、別個の経営体であるフランチャイジー

とフランチャイズ・ビジネスを展開するのですから、フランチャイジーとの共通の経
営理念が確立されていないと失敗してしまいます。

<10> フランチャイズ・ビジネスの社会的使命が確立されていること
フランチャイズ・ビジネスを展開するということが、たんに店舗を増やすだけのビ

ジネスに終わるのではなく、社会に何をもたらし、何が有用かを明確にしておくこと
により社会から認知されていきます。

<11> フランチャイズ・ビジョンが確立されていること
ただ店舗を増やすことばかりにパワーを注ぐのではなく、フランチャイザーもフラ

ンチャイジーもビジョンを目指していくことによって経営意欲を高めていく必要があ
ります。

<12> 企業の方向性が確立していること
発展しているフランチャイザーの共通点は企業の方向性が確立していることです。

例えばコンビニエンスストアは、狭い意味でのコンビニエンスストア産業を目指して
いるのではなく、情報を中心とした企業のパラダイムを決めることによってビジネス
の内容を拡大しています。

<13> 企業戦略が確立していること
企業戦略を確立して各種の計画を樹立していかなければ、加盟店はどのように経営

を行なっていくのか迷ってしまいます。企業戦略は、実際のチェーンとして計画的に
チェーン・オペレーションをどうするのかということです。

<14> フランチャイズ・パッケージが確立していること
フランチャイザーがフランチャイジーに提供するのはフランチャイズ・パッケージ

であり、これが確立されていない企業はフランチャイズ・ビジネスを展開する資格は
ゼロです。パッケージというのは教育訓練さえ受ければ素人でも経営が可能なもので、
これが構築されていないとフランチャイズとはいえません。

<15> 絶えざるイノベーションができていること
フランチャイズ・ビジネスは、常にアップスケール、イノベーションを行なってい

かないと世の中から置いていかれます。アップスケールと言葉では簡単に言えますが、
企業というものは現状に甘んじることが多く、イノベーションという現状否定はでき
にくいのです。しかし、イノベーションをしていかないと現状維持でも後退を意味す
ることになります。強力に創造的破壊を行なっていくパワーが無いと成長は望めませ
ん。

● Chapter 02 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□



≪ ア メ リ カ の 最 新 事 情 ≫

----------------------------------------------------------- 第 ８ 回 -----
【ウエストウッド（WESTWOOD）】

----------------------------------------------------------------------------

「ウエストウッド」は、カリフォルニア大学９つのキャンパスがあるその１つロサ
ンゼルス校（UCLA＝UNIVERSITY OF CALIFORNIA、LOS ANGELES）中心の街です。同
校の学生数は３万６千人、総面積 160 万㎡というマンモス校で、カリフォルニア No.1
といわれる名門校です。同校の中に、アッカーマン・スチューデント・ユニオンがあ
るので、そこを覗くと学生生活の一端がうかがわれます。サンタモニカとビバリーヒ
ルズの中心に位置していて、大学の正門の通りを中心に専門店やレストランが集中し
ています。

「ウエストウッド」は、若者向けの店が圧倒的に多く、本屋、ブティック、専門店、
レストラン、映画館など個性的です。スポーツ用品や自然食品などの健康面に配慮し
た店もあるのが特徴の１つです。1970 年第の中頃からアメリカでブームになった「ヘ
ルシー志向」の運動が起こったのは、この「ウエストウッド」であることはあまり知
られていない事実です。

［主なレストラン］

◎HAMBERGER HAMLET（グルメ・バーガー・レストラン）☆☆
「グルメ・バーガー・レストラン」といいますのは、「ハンバーガー専門店」で、

「グルメ」をメイン・テーマにして、肉やパンは品質が高く、しかも、焼き方のお好
みを聞いてくれるレストランをいいます。「ハンバーガー・ハムレット」は、「レス
トランとは、ライブショー」という考えで、デザインのコンセプトは「英国調」です。
かなり高めに続く壁は、落ち着いたダークブラウンで統一され、ゆったりとした椅子
は、お客様の気持ちを落ち着かせています。シャンデリアは、英国から取り寄せたも
ので、壁の写真はシェイクスピア劇の役者とか舞台を映し出したもので、かなり本格
的です。

メニューは、「グルメ・バーガー」の名にふさわしく、豪華でバラェティに富んで
います。スープに「ロブスター・ビスク」が入っているように、他の店にないメニュ
ー構成で、時代の要請から「ライト＆ヘルシー」を志向して、「サラダ」メニューを
豪華にしています。

◎OLIVE GARDEN（アップスケール・レストラン）☆☆☆
新しいタイプのイタリアンで、店で生パスタを製造しているので、お客様にフレッ

シュ感を提供しています。店舗は、ウッディでお客様に落ち着いた雰囲気を提供して
います。

◎HAMLET GARDEN（ライト＆ヘルシー・レストラン）☆☆☆
「アップスケール」した「ディナー・レストラン」として、1931 年に建てられた建

物を改造してレストランにした店です。店内はグリーンのプラントが一杯飾られてい
て、ヨーロッパから輸入したタイルや石で、フランスのシャトーを表現しています。

このレストランの特徴としましては、「エクレックティック（eclectic＝折衷的）」
と称していますように、フランス、イタリア、北欧、中国などの料理をオリジナル化
して、独特の「カリフォルニア・キュイジー」をつくりあげています。

「ライト＆ヘルシー・レストラン」は、「フレッシュ・フィッシュ（冷凍していな
い魚）や採り立てフレッシュ・ベジタブルのサラダ」を中心に、メニュー構成をし、



まさに「フレッシュ感」があふれているレストランということです。

to be continued

● Chapter 03 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

---------------------------------------------------------- 第 1 0 回 -----

［４］1940 年代のアメリカ

（１）第２次世界大戦がもたらしたもの

1940 年代のアメリカは、1941 年 12 月７日に第２次世界大戦に参戦しました。1945 年
５月７日にヨーロッパ戦線の終結、同年８月 14 日に第２次世界大戦は終結しました。
第２次世界大戦の戦火で荒らされた国が多かったなかで、アメリカはその国土を侵さ
れなかったばかりか、むしろ戦争経済によって繁栄がもたらされたのでした。

1932 年から大統領をつとめたルーズベルトの、「３つの R」すなわち「救済
（Relief）」「復興（Reconstruction）」「改革（Reform）」を目的としたニューデ
ィール政策でもなし得なかった不況克服策も、第２次世界大戦で一挙に解決しました。
軍事産業は活発化し、完全雇用が促進され、各産業においては標準化や品質管理のシ
ステムが発達しました。

しかし、流通業サービス業においては、第２次世界大戦は大きなマイナスとなりま
した。つまり、アメリカの小売業やフードサービス業の新しい業態の開発は完全にス
トップしてしまいました。

（２）1940 年代におけるフードサービス

本格的な展開をみせるのは第２次世界大戦後で、1936 年にコーヒーショップで初め
てチェーン展開をみせたのが、「ビッグボーイ（Big Boy）」であり、キャフェテリ
アのチェーンの「ホーン＆ハダート（Horn ＆ Hardart）」、1942 年に創業した「
スカイ・シェフ（Sky Chef）」での展開もありました。

（３）スカイ・シェフのコンセプト

かつて、鉄道の発達とともに、「フレッド・ハーベイ」が発展し、自動車の発達と
ともに「ハワード・ジョンソン」がチェーン化を図ったと同じように、「スカイ・シ
ェフ」は、航空機が発達し、大衆の交通手段になるに従い、機内食と空港ターミナル
のレストランが繁栄していくと考えたのでした。



（４）団体給食の開拓

1939 年の「ディリー・クイーン（Dairy Queen）」のアイスクリームや、1941 年の
「ダンキン・ドーナツ（Dunkin Donut）」のドーナツなどの単品のファーストフー
ドがチェーン化を開始しました。

しかし、この時代の花形は何といっても「マリオット（Marriott）」や「ハワード
・ジョンソン」による、第２次世界大戦に拡大した軍需産業工場や軍隊向けの団体給
食でした。これを契機に戦後は病院と学校や一般の工場の団体給食化へ向けられ、現
在アメリカでは、非商業部門のフードサービスの売上は全体の約 30％を占めています
が、これは逆に第２次世界大戦の結果の大きな産物でしょう。

to be continued

● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「ＨＡＣＣＰ hazard analysis and critical control points」

----------------------------------------------------------------------------

ハサップという。危険度分析による衛生管理のこと。食品製造工程の品質管理プログ
ラムのひとつで、米国で宇宙食の安全性確保のために開発された。

最終製品を抜取り検査する方法と異なり、製造プロセス全体を管理するのが特徴。
製造プロセスの中で予想される危害を分析（HA）して重要管理点（CCP）を特定する。
各 CCP ごとに管理基準、監視方式、基準を外れた場合の修正措置を予め設定しておく。
システムが効果的に機能しているかどうかを確認する検証方式とともにフローチャー
トにまとめ、各 CCP でのデータを全てファイル保存する。

厚生労働省が「任意の衛生管理基準」として乳製品や食肉製品など６品目を対象に
承認制度を運営しているが、2000 年夏の雪印乳業食中毒事件でその実効性が問われ、
新規の取得が難しくなったとされている。

＜出典：日経経済用語辞典＞

● Chapter 05 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。弊研究所所長
の内川昭比古は経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ業界の
総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を
兼務致しております。

----------------------------------------------------------------------------



1.リクルート アントレフェア in 東京
「失敗しないフランチャイズチェーンの見分け方」

日 時 1 月 26 日 土曜日 13 時 30 分 ～ 14 時 15 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 後楽園 プリズムホール

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、フランチャイズ本部と
上手に付き合う方法など、専門家ならではのチェックポイントを
公開いたします。

参 加 費 無 料

お問合わせ先 リクルート・アントレ ＦＣ＆独立開業フェア 事務局
http://entre.yahoo.co.jp/info/fair/index.html

----------------------------------------------------------------------------

2．「フランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 2 月 9 日 土曜日 14 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との
上手な付き合い方を紹介。また、弊社のフランチャイズ加盟サポー
トシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

----------------------------------------------------------------------------

3．「フランチャイズ・ビジネス参入のためのセミナー」

日 時 2 月 22 日 金曜日 13 時 30 分 ～ 17 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古



会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズ・ビジネスに参入を検討されている方、フランチャ
イズ本部構築をお考えの方に、フランチャイズ・ビジネスの基礎知
識から、参入の手順、本部構築のポイントまで、フランチャイズ･
ビジネスの基本を講義いたします。

参 加 費 24,000 円

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp

● Chapter 06 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願い致します。

年の初めは初物尽くしです。初日の出、初詣、初夢、出初式、仕事始め、いつもの
事柄を新たな気持ちで臨む区切りとして作られた先人の知恵です。また、2008 年（平
成 20 年）の干支は｢子｣、十二支の一番目です。十二支の上からも新たな始まりの年と
なります。この「ねずみ」は、新しい生命が種子の中に宿り始める状態を表している
とされています。

新しい干支が始まり、新しい年が始まり、新しい月が始まりました。それぞれの目
標に向かって動き出す絶好の機会です。何かに向かって動き出してみませんか。動く
ことで何かが変わります。変化すること自体が重要なのです。目標は一日単位でたて、
大上段に構えず、小さなもので十分です。目標が達成できれば素直に喜び、達成でき
なければその理由を考え、新たな目標をセットする。日々が充実した一日になります。
小さな変化は大きな変化を呼びます。是非お試しください。

年が明けて約２週間が過ぎ、そろそろ元旦から始まる一連の正月行事も小正月で一
段落します。普段の生活に戻りつつあるころです。この一年が皆様にとって充実した
良い一年になりますようお祈りいたします。

くれぐれもご自愛の程。

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。



尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp
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